
 

政策会議付議事案書（令和７年１月１４日） 

                            提案課名 高齢介護課 

                            報告者名 陶山 茂 

事案名 
 秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定め

る条例の一部を改正することについて 

    有 

資料 

    無 

目
的

・
必
要
性 

令和６年４月１日施行の厚生労働省令（介護保険法施行規則及び指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準の一部を改正する省令。以下「省令」という。）のう

ち、介護保険法施行規則の一部改正において、全国的に地域包括支援センターの人

材確保が課題となっている状況を踏まえ、質の担保を図りつつ、柔軟な職員配置を

可能とするための規定が加えられました。 

このことに伴い、「秦野市地域高齢者支援センター（以下、「包括」という。）

の人員等に関する基準を定める条例」の一部を改正し、柔軟な職員配置を可能とす

るものです。 

 

経
過

・
検
討
結
果 

令和６年３月２９日 省令の公布（省令で定めるべき包括の職員配置基準（市町村

が条例で基準を定める際の従うべき基準）を柔軟化する改正） 

令和６年４月 １日 省令の施行 

※ 省令改正の経過措置により、基準条例の改正は最長１年間猶予されている。 

※ 現時点で、職員の欠員はないが、今後、職員確保が困難となった際に、柔軟な

職員配置を可能とするために改正する必要がある。 

決
定
等
を
要
す
る
事
項 

介護保険法施行規則の一部改正に基づき、「秦野市地域高齢者支援センターの人

員等に関する基準を定める条例」について、次のとおり改正すること。 

１ 配置人数の基準について、非常勤を含めた常勤換算方法（※）により充足でき

ることとする。 

※ 複数の非常勤職員の勤務時間を合算して常勤職員の勤務とみなす計算方法 

 

２ 職種の配置基準について、複数圏域の高齢者人口に応じて３職種（保健師等、

社会福祉士等、主任介護支援専門員等）を配置すれば、個別圏域の各包括での配

置基準を満たすものとする（ただし、質の担保の観点から、１つの圏域に常勤の

２職種の配置を要する）。 

  

なお、いずれも秦野市高齢者保健福祉推進委員会が認める場合に限る。 

 

今
後
の
取
扱
い 

令和７年１月下旬   第４回高齢者保健福祉推進委員会（報告） 

〃  ２月下旬   令和７年３月市議会第１回定例月会議に議案提出 

〃  ３月     議案議決 

公布の日から施行 

 

 議題４ 
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議案第  号資料 

 

秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条例の 

一部を改正することについて 

 

１ 背景 

  「介護保険制度の見直しに関する意見」（令和４年 12 月 20 日社会保障審

議会介護保険部会）や令和５年地方分権改革に関する提案において、地域包

括支援センターの人材確保が困難となっている現状を踏まえ、職員配置要件

の見直しの提案がされ、令和６年３月２９日に「介護保険法施行規則及び指

定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部を改正する省令（令

和６年厚生労働省令６１号。）」が公布され、職員配置基準を柔軟化する改正

が行われた。 

 

２ 本市の状況 

  本市では、地域包括支援センターを地域高齢者支援センター（以下「包括」

という。）という名称で市内７か所に設置している。 

「秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条例」で

は、包括ごとに３職種（※1）（保健師等、社会福祉士等、主任介護支援専門

員等（以下「３職種」という））の常勤職員の配置基準を定めており、令和６

年１１月１日現在、全ての包括が基準を満たしている。 

※1 ３職種について  

種別 要件 

保健師等 保健師「その他これに準ずる者」 

地域ケア、地域保健等の経験があり、かつ高齢者の公衆衛

生業務経験１年以上の看護師 

社会福祉士等 社会福祉士「その他これに準ずる者」 

福祉事務所現業経験５年以上、介護支援専門員経験３年以

上、かつ高齢者の保健福祉相談業務３年以上 

主任介護支援専門員等 主任介護支援専門員「その他これに準ずる者」 

要件ア リーダー研修を修了、かつ介護支援専門員の実務経

験と同職相談支援の知識、能力を有する者 

要件イ 包括が育成計画を策定しており、センターが現に従

事する主任介護支援専門員の助言のもと、将来的な主

任介護支援専門員研修の受講を目指す介護支援専門員

であって、介護支援専門員として従事した期間が通算

５年以上である者 

資料１ 

2



2 

３ 改正の概要 

 (1) 配置人数の基準について 

包括の運営状況を勘案して、秦野市高齢者保健福祉推進委員会（以下「委

員会」という。）が必要と認める場合は、常勤換算方法（※2）による人員

配置を可能とする。 

  ※2 複数の非常勤職員の勤務時間を合算して常勤職員の勤務とみなす計算方法 

 

 

 (2) 職種の配置基準について 

本市は、本町、南、東・北、大根、西、渋沢、鶴巻の７圏域を７つの包

括が担当し、それぞれに３職種を配置している。 

今回の改正に伴い、包括の効果的な運営に資すると委員会が認める場合

には、複数包括で合算して３職種を配置すれば、各包括での配置基準を満

たすものとする（ただし、質の担保の観点から、１つの圏域に常勤の２職

種の配置は必要）。 

４ 施行日 

  公布の日 

（例） 

（例） 
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議案第  号  

 

   秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条 

例の一部を改正することについて 

 

 秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条例の一部を

別紙のとおり改正するものとする。 

 

  令和７年  月  日提出 

 

秦野市長 高 橋 昌 和  

 

 

提案理由 

 介護保険法施行規則の一部改正に伴い、秦野市地域高齢者支援センターにお

ける職員配置の基準を変更するため改正するとともに、字句等の整理を行うも

のであります。 

資料２ 
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秦野市条例第  号  

 

   秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条

   例の一部を改正する条例 

 

 秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条例（平成 

２７年秦野市条例第１０号）の一部を次のように改正する。 

 第３条第２項中「秦野市高齢者保健福祉推進委員会」の次に「（次条におい

て「委員会」という。）」を加える。 

第４条第１項中「常勤職員の員数」を「常勤の職員の員数（委員会が第１号

被保険者の数及び地域高齢者支援センターの運営の状況を考慮して必要である

と認めるときは、常勤換算方法によることができる。次項において同じ。）」

に改め、同条第２項表以外の部分中「前項」を「第１項」に、「前条第２項に

規定する秦野市高齢者保健福祉推進委員会」を「委員会」に改め、同項の表お

おむね１，０００名未満の項及びおおむね１，０００名以上２，０００名未満

の項中「前項各号」を「第１項各号」に改め、同表おおむね２，０００名以上

３，０００名未満の項中「前項第１号」を「第１項第１号」に改め、同項を同

条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加える。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員会が地域高齢者支援センターの効果的な運

営を期待することができると認めるときは、複数の地域高齢者支援センター

が担当する区域を一の区域として、その区域内の第１号被保険者の数につい

て、おおむね３，０００名以上６，０００名未満ごとに同項各号に掲げる常

勤の員数をその複数の地域高齢者支援センターに配置することにより、その

区域内の一の地域高齢者支援センターがそれぞれ同項の基準を満たすものと

する。この場合において、その区域内の一の地域高齢者支援センターに置く

べき常勤の職員の員数は、同項各号に掲げる者のうちから２名とする。 

  

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

資料３ 
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議案第  号 秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案新旧対照表 

網かけ部分以外は、字句等の整理によるものです。 

新 旧 

（基本方針） （基本方針） 

第３条 （略） 第３条 （略） 

２ 地域高齢者支援センターは、秦野市附属機関の設置等に関す

る条例（昭和３３年秦野市条例第６号）第２条の規定により設

置される秦野市高齢者保健福祉推進委員会（次条において「委

員会」という。）の意見を踏まえて、適切、公正かつ中立な運

営を確保しなければならない。 

２ 地域高齢者支援センターは、秦野市附属機関の設置等に関す

る条例（昭和３３年秦野市条例第６号）第２条の規定により設

置される秦野市高齢者保健福祉推進委員会の意見を踏まえて、

適切、公正かつ中立な運営を確保しなければならない。 

（人員に関する基準） （人員に関する基準） 

第４条 地域高齢者支援センターが担当する区域における第１号

被保険者の数がおおむね３，０００名以上６，０００名未満ご

とに置くべき専らその職務に従事する常勤の職員の員数（委員

会が第１号被保険者の数及び地域高齢者支援センターの運営の

状況を考慮して必要であると認めるときは、常勤換算方法によ

ることができる。次項において同じ。）は、原則として次のと

おりとする。 

第４条 地域高齢者支援センターが担当する区域における第１号

被保険者の数がおおむね３，０００名以上６，０００名未満ご

とに置くべき専らその職務に従事する常勤職員の員数は、原則

として次のとおりとする。 

(1)－(3) （略） (1)－(3) （略） 

２ 前項の規定にかかわらず、委員会が地域高齢者支援センター

の効果的な運営を期待することができると認めるときは、複数

 

資料４ 
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の地域高齢者支援センターが担当する区域を一の区域として、

その区域内の第１号被保険者の数について、おおむね   

３，０００名以上６，０００名未満ごとに同項各号に掲げる常

勤の員数をその複数の地域高齢者支援センターに配置すること

により、その区域内の一の地域高齢者支援センターがそれぞれ

同項の基準を満たすものとする。この場合において、その区域

内の一の地域高齢者支援センターに置くべき常勤の職員の員数

は、同項各号に掲げる者のうちから２名とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、地理的条件その他の条件を考慮

して特定の生活圏域に地域高齢者支援センターを設置すること

が必要であると委員会において認められた場合には、地域高齢

者支援センターにおいてその職務に従事する職員の員数は、次

の表の左欄に掲げる担当する区域における第１号被保険者の数

の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる人員の配置基準に

定めるところによることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、地理的条件その他の条件を考慮し

て特定の生活圏域に地域高齢者支援センターを設置することが

必要であると前条第２項に規定する秦野市高齢者保健福祉推進

委員会において認められた場合には、地域高齢者支援センター

においてその職務に従事する職員の員数は、次の表の左欄に掲

げる担当する区域における第１号被保険者の数の区分に応じ、

それぞれ同表の右欄に掲げる人員の配置基準に定めるところに

よることができる。 

担当する区域における

第１号被保険者の数 

人員の配置基準 

おおむね１，０００名 

未満 

第１項各号に掲げる者のうちから１ 

名又は２名 

おおむね１，０００名 第１項各号に掲げる者のうちから２ 

担当する区域における

第１号被保険者の数 

人員の配置基準 

おおむね１，０００名 

未満 

前項各号に掲げる者のうちから１名 

又は２名 

おおむね１，０００名 前項各号に掲げる者のうちから２名 
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以上２，０００名未満 名（うち１名は専らその職務に従事

する常勤の職員とする。） 

おおむね２，０００名

以上３，０００名未満 

専らその職務に従事する常勤の第１

項第１号に掲げる者１名及び専らそ

の職務に従事する常勤の同項第２号

又は第３号に掲げる者のいずれか１

名 
 

以上２，０００名未満 （うち１名は専らその職務に従事す

る常勤の職員とする。） 

おおむね２，０００名

以上３，０００名未満 

専らその職務に従事する常勤の前項

第１号に掲げる者１名及び専らその

職務に従事する常勤の同項第２号又

は第３号に掲げる者のいずれか１名 
 

  

  

   附 則  

 この条例は、公布の日から施行する。  
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介 護 保 険 最 新 情 報 

 

 

 

 

 

Vol.１２４１    

令和６年３月２９日 

厚 生 労 働 省 老 健 局 

介護保険計画課、認知症施策・地域介護推進課  
 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきます 

ようよろしくお願いいたします。 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室）  御 中 
 

← 厚生労働省 認知症施策・地域介護推進課 

今回の内容 

「介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準の一部を改正する省令」の公布に

ついて（通知） 

計 19 枚（本紙を除く） 

連絡先   T E L  : 03-5253-1111(内線 3986、2270) 

F A X  : 03-3503-7894 
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老発０３２９第５号 

令和６年３月 29 日  

各 
都道府県知事 

殿 
市 町 村 長 

厚生労働省老健局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

「介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに 

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部

を改正する省令」の公布について（通知） 

 

介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部を改正する省令（令

和６年厚生労働省令第 61 号。以下「改正省令」という。）については、本日、別添のとお

り公布され、令和６年４月１日より施行されることとなりました。 

改正省令の趣旨及び内容は下記のとおりですので、十分御了知のうえ、管内の関係機関、

関係団体等に対し、周知をお願いいたします。 

 

記 

 

第１ 改正省令の趣旨 

（１）地域包括支援センターにおける職員配置の柔軟化 

○ 「介護保険制度の見直しに関する意見」（令和４年 12月 20日社会保障審議会介護保

険部会）において、「センターの職員配置については、人材確保が困難となっている現

状を踏まえ、３職種（保健師その他これに準ずる者、社会福祉士その他これに準ずる者

及び主任介護支援専門員その他これに準ずる者）の配置は原則としつつ、センターによ

る支援の質が担保されるよう留意した上で、複数拠点で合算して３職種を配置するこ

と・・・など、柔軟な職員配置を進めることが適当である。」とされたことや、令和５

年地方分権改革提案において、地域包括支援センター（以下「センター」という。）の

職員確保が困難なため配置要件の見直しの提案がなされたこと等を踏まえ、センターの

職員配置について、柔軟な職員配置を可能とするための所要の改正を行う。 

 

（２）総合事業の継続利用要介護者の利用可能サービスの弾力化 

○ 「介護予防・日常生活支援総合事業の充実に向けた検討会における議論の中間整理」

（令和５年 12 月７日）において、「高齢者の日常生活と関わる地域の多様な主体の参

画が進めば、高齢者自身に支援が必要となっても、さらには要介護状態や認知症となっ

ても、地域でのこれまでの日常生活を自身の能力と選択に応じて継続できることにつな

がる。このような視点に立てば、継続利用要介護者の利用対象サービスを、住民主体サ

ービスから広げていくことについて検討することが必要である」とされたこと等を踏ま

え、総合事業における多様な主体の参入の促進を図りながら、地域のつながりの中で高

齢者自身が適切に活動を選択できるよう、所要の改正を行う。 

 

（３）介護保険負担限度額認定証の様式の改正 

○ 介護療養型医療施設に関する経過措置の期限の到来に伴い、介護保険法施行規則（平

成 11年厚生省令第 36号。以下「則」という。）様式第一号の二の二について、所要の

改正を行う。 
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2 

 

第２ 改正省令の内容 

（１）センターにおける職員配置の柔軟化 

○ 則第 140 条の 66 第１号に規定する、市町村が条例を定めるに当たって従うべきセン

ターの職員に係る基準及び当該職員の員数に関する基準について、以下の見直しを行う。 

・ 現行の当該職員の員数について、第一号被保険者の数に応じて、又はセンターの運

営の状況を勘案して地域包括支援センター運営協議会が必要と認める場合は、常勤換

算方法によることを可能とする。 

・ 上記にかかわらず、センターにおける効果的な運営に資すると地域包括支援センタ

ー運営協議会が認める場合には、複数のセンターが担当する区域ごとの第一号被保険

者の数を合算した数について、おおむね 3,000人以上 6,000人未満ごとにセンターに

配置すべき３職種の常勤の職員の員数を当該複数のセンターに配置することにより、

当該一のセンターがそれぞれ３職種の配置基準を満たすものとする。この場合におい

て、質の担保の観点から、当該一のセンターは、３職種のうちいずれか２以上の常勤

の職員を配置しなければならないこととする。 

・ その際、この省令の施行の日から起算して１年を超えない期間において、介護保険

法（平成９年法律第 123 号）115 条の 46 第５項に規定する市町村の条例が制定施行

されるまでの間における当該市町村に係る改正後のセンターの職員の配置基準につ

いては、なお従前の例による。 

・ その他所要の改正を行う。 

 

（２）総合事業の継続利用要介護者の利用可能サービスの弾力化 

○ 則第 140 条の 62 の４第３号に規定する、継続利用要介護者が利用できるサービスに

ついて、継続利用要介護者が地域とのつながりのもとで日常生活を継続するための選択

肢の拡大を図る観点から、総合事業の訪問型サービス・通所型サービスのうち、従前の

予防給付に相当するサービス（※）と保健・医療の専門職により短期間で提供されるサ

ービスを除いたサービスへと対象範囲を拡大する。 

 ※ 平成 26 年の介護保険法改正による総合事業移行前の介護予防訪問介護及び介護予

防通所介護に相当するサービス 

 

○ 則第 140 条の 62 の３第２項に規定する、総合事業を提供する際の基準について、継

続利用要介護者の選択のもと、心身の状況等を踏まえたサービスが適切に提供されるよ

う、居宅介護支援事業者、センター、地域ケア会議等との密接な連携と緊急時の対応に

関する規定を新たに設ける。 

 

（３）介護保険負担限度額認定証の様式の改正 

○ 介護療養型医療施設に関する経過措置の期限の到来に伴い、介護保険法施行規則（平

成 11年厚生省令第 36号。以下「則」という。）様式第一号の二の二について、「老健・

療養等」を「老健・医療院等」に改正する。 

 

○ なお、改正前の則様式第一号の二の二による介護保険負担限度額認定証は、当分の間、

改正後の様式第一号の二の二による介護保険負担限度額認定証に代えて使用すること

ができる。 

 

（３）その他 

○ その他所要の改正を行う。 

 

第３ 施行期日 

  令和６年４月１日 
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○
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
三

（
略
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
三

（
略
）

２

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
厚
生
労
働
省

２

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

三
の
二

次
条
第
三
号
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
第
一
号
事
業
（
同

（
新
設
）

号
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
供

す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。

イ

第
一
号
事
業
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
及
び
法
第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
一
項
に
規
定

す
る
会
議
と
密
接
に
連
携
し
、
当
該
被
保
険
者
の
心
身
の
状
況
等
の
把

握
に
努
め
る
こ
と
。

ロ

現
に
第
一
号
事
業
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
当
該
被
保
険
者
に

病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
主
治

の
医
師
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
旨
及
び
そ
の
実

施
方
法
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被

保
険
者
）

保
険
者
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
四

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
四

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険

生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険

者
と
す
る
。

者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
日
以
前
に

三

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
認
定
に
よ
る
介
護
給
付
に
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前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
並
び

て
い
た
も
の
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
日
以
後
も
継
続
的
に
こ
れ

に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
要
介
護
認

ら
の
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も
の
（
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者
に

定
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
日
以
前
に
前
二
号
の
い
ず

限
る
。
）

れ
か
に
該
当
し
、
第
一
号
事
業
（
前
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
市

町
村
が
補
助
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
日
以
後
も
継
続
的
に
第
一
号
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も
の
（

市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者
に
限
る
。
）

イ

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪

（
新
設
）

問
事
業
（
以
下
「
第
一
号
訪
問
事
業
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
第
百
四

十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
の
基
準
に
従
い
行
う
も
の
及
び
三
月
以
上

六
月
以
下
の
期
間
を
定
め
て
保
健
医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
者
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も
の
（
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予

防
又
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め
の
効
果
が

高
い
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
い
た
も
の

ロ

第
一
号
通
所
事
業
の
う
ち
、
第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
の

（
新
設
）

基
準
に
従
い
行
う
も
の
及
び
三
月
以
上
六
月
以
下
の
期
間
を
定
め
て
保

健
医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も

の
を
除
い
た
も
の

ハ

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号
生

（
新
設
）

活
支
援
事
業

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
期
間
）

定
め
る
期
間
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
五

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
の

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
五

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
よ
る
支

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
よ
る
支

援
に
よ
り
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
計
画
を
定
め
、

援
に
よ
り
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
計
画
を
定
め
、

か
つ
、
当
該
計
画
に
お
い
て
第
一
号
訪
問
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

か
つ
、
当
該
計
画
に
お
い
て
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ

期
間
を
定
め
た
場
合

当
該
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
第
一
号
訪
問
事

に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
（
以
下
「
第
一
号
訪
問
事
業
」
と
い
う
。
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業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
期
間
又
は
当
該
計
画
を
定
め
た
日
か
ら
居
宅

）
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
期
間
を
定
め
た
場
合

当
該
計
画
に
お
い
て

要
支
援
被
保
険
者
等
で
な
く
な
る
日
ま
で
の
期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間

定
め
ら
れ
る
第
一
号
訪
問
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
期
間
又
は
当
該

計
画
を
定
め
た
日
か
ら
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
で
な
く
な
る
日
ま
で
の

期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令

第
百
四
十
条
の
六
十
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ

一

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数
に
つ
い
て
市
町
村
が

ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数
に
つ
い
て
市
町
村
が

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

げ
る
基
準

基
準

イ

一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号

イ

一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号

被
保
険
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
千
人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ

被
保
険
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
千
人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ

き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
（
地
域
包
括
支
援

き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
は
、
原
則
と
し
て

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十

次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
い
う
。
）

又
は
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
団
体
の
代
表
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

者
又
は
第
一
号
被
保
険
者
若
し
く
は
第
二
号
被
保
険
者
の
代
表
者
、
地

域
住
民
の
権
利
擁
護
を
行
い
又
は
相
談
に
応
ず
る
団
体
等
の
代
表
者
、

地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る

者
等
の
う
ち
、
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
適
当
と
認
め
る
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
第
一
号
被
保
険

者
の
数
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
状
況
を
勘
案
し
て
必

要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
常
勤
換
算
方
法
（
当
該
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
勤
務
延
時
間
数
を
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
常
勤
の
職
員
が
勤
務
す
べ
き
時
間
数
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り

、
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
員
数
を
常
勤
の
職
員
の
員

15
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数
に
換
算
す
る
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

～

（
略
）

～

（
略
）

（１）

（３）

（１）

（３）

ロ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

（
新
設
）

が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
運
営
に
資
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
を
一
の
区

域
と
し
て
、
当
該
区
域
内
の
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
つ
い
て
、
お
お

む
ね
三
千
人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
イ
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る

常
勤
の
職
員
の
員
数
を
当
該
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
区
域
内
の
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
イ
の
基
準
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
区
域
内
の
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
常
勤
の
職

員
の
員
数
の
基
準
は
、
イ
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら

二
人
と
す
る
。

ハ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲

ロ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲

（１）

（３）

（１）

（３）

げ
る
場
合
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
基
準
は
、
次

げ
る
場
合
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
基
準
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の

数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が

数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

（１）

（１）

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

（２）

（２）

五
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
市
町
村
又
は
地
方
自

五
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
市
町
村
又
は
地
方
自

治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
若
し
く

治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
若
し
く

は
広
域
連
合
で
あ
っ
て
、
イ
の
基
準
に
よ
っ
て
は
地
域
包
括
支
援
セ

は
広
域
連
合
で
あ
っ
て
、
イ
の
基
準
に
よ
っ
て
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
効
率
的
な
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ン
タ
ー
の
効
率
的
な
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
場
合

ー
運
営
協
議
会
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
二
条

第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
い
う
。
）
又

は
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
団
体
の
代
表
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

者
又
は
第
一
号
被
保
険
者
若
し
く
は
第
二
号
被
保
険
者
の
代
表
者
、

地
域
住
民
の
権
利
擁
護
を
行
い
又
は
相
談
に
応
ず
る
団
体
等
の
代
表

者
、
地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
を

16
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有
す
る
者
等
の
う
ち
、
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
適
当
と

認
め
る
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お

い
て
認
め
ら
れ
た
場
合

（
略
）

（
略
）

（３）

（３）

二

（
略
）

二

（
略
）

17
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様
式
第
一
号
の
二
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

18



様式第一号の二の二（第八十三条の六関係） 

（裏 面） （表 面）  
 
 
 
 

注

意

事

項 

一 

こ
の
証
に
よ
っ
て
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護
及
び
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
こ
の
証
の
表
面
に
お
い

て
「
特
養
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入

所
療
養
介
護
及
び
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
（
こ
の
証
の
表
面
に
お
い
て
「
老
健
・
医
療
院

等
」
と
い
う
。）
を
利
用
す
る
際
に
食
事
の
提
供
を
受
け
、
又
は
居
住
若
し
く
は
滞
在
す
る
場
合
に

は
、
こ
の
証
の
表
面
に
記
載
す
る
負
担
限
度
額
が
支
払
い
の
上
限
と
な
り
ま
す
。 

二 

前
号
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
証
と
と
も
に
必
ず
こ
の
証
を
特

定
介
護
保
険
施
設
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

三 

被
保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
認
定
の
条
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
負
担

限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
限
に
至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
の
証
を
市
町
村
に
返
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
転
出
の
届
出
を
す
る
際
に
は
、
こ
の
証
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。 

四 

こ
の
証
の
表
面
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
の
証
を
添
え
て
、

市
町
村
に
そ
の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

五 

不
正
に
こ
の
証
を
使
用
し
た
者
は
、
刑
法
に
よ
り
詐
欺
罪
と
し
て
懲
役
の
処
分
を
受
け
ま
す
。 

    

  介 護 保 険 負 担 限 度 額 認 定 証   

交付年月日    令和  年  月  日 

被

保

険

者 

番 号   

住 所 

  

フ リ ガ ナ   

氏 名 
  

生 年 月 日 明治・大正・昭和 年 月 日 

適用年月日 令和  年  月  日から 

有 効 期 限 令和  年  月  日まで 

食費の負担限度額 
（介護予防）短期入所生活（療養）介護   円 

その他のサービス               円 

居住費又は滞在費

の 負 担 限 度 額 

ユニット型個室             円 

ユニット型個室的多床室         円 

従来型個室（特養等）          円 

従来型個室（老健・医療院等）      円 

多床室                 円 

保 険 者 番 号

並 び に 保 険

者 の 名 称 及

び 印 

  
                

  

備考 

 １ この証の大きさは、縦128ミリメートル、横91ミリメートルとすること。 

 ２ 必要があるときは、各欄の配置を著しく変更することなく所要の変更を加えることその他所要の調整を加えることができること。 
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（
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

20
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
業
務
の
委
託
）

（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
業
務
の
委
託
）

第
十
二
条

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
支
援

第
十
二
条

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
支
援

事
業
者
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予

事
業
者
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予

防
支
援
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守

防
支
援
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

委
託
に
当
た
っ
て
は
、
中
立
性
及
び
公
正
性
の
確
保
を
図
る
た
め
地
域

一

委
託
に
当
た
っ
て
は
、
中
立
性
及
び
公
正
性
の
確
保
を
図
る
た
め
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条

の
六
十
六
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
六
十
六
第
一
号
ロ
⑵
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

を
い
う
。
）
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

会
を
い
う
。
）
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六

第
五
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
様
式
第
一
号
の
二
の
二
に
よ
る
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
令
様
式
第
一
号
の
二
の
二
に
よ
る
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

に
代
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

22



- 11 -

に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
号
中
「
新
算
定
省
令
」
を
「
算
定
省
令
」
に
改
め
る
。
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介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
三

（
略
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
三

（
略
）

２

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

２

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

三
の
二

次
条
第
三
号
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
第
一
号
事
業
（
同
号
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
提
供
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
。

（
新
設
）

イ

第
一
号
事
業
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の

他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
及
び
法
第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
一
項
に
規

定
す
る
会
議
と
密
接
に
連
携
し
、
当
該
被
保
険
者
の
心
身
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三


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ロ

現
に
第
一
号
事
業
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
当
該
被
保
険
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の

他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
旨
及
び
そ
の

実
施
方
法
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

四
〜
七

（
略
）

四
〜
七

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
四

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
四

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
日
以
前
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
日
以
後
も
継
続
的
に

こ
れ
ら
の
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も
の
（
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者
に
限
る
。）

三

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
認
定
に
よ
る
介
護
給
付
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
要
介

護
認
定
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）を
受
け
る
日
以
前
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
第
一
号
事
業

（
前
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
補
助
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
日
以
後
も
継
続
的
に

第
一
号
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も
の
（
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者
に
限
る
。）

イ

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
（
以
下
「
第
一
号
訪
問
事

業
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
の
基
準
に
従
い
行
う
も
の
及
び
三
月
以
上

六
月
以
下
の
期
間
を
定
め
て
保
健
医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も
の

（
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め
の
効
果

が
高
い
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
い
た
も
の

（
新
設
）

ロ

第
一
号
通
所
事
業
の
う
ち
、
第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
の
基
準
に
従
い
行
う
も
の
及
び
三
月

以
上
六
月
以
下
の
期
間
を
定
め
て
保
健
医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

も
の
を
除
い
た
も
の

（
新
設
）

ハ

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号
生
活
支
援
事
業

（
新
設
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
五

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
五

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
に
よ
り
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

等
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
計
画
を
定
め
、
か
つ
、
当
該
計
画
に
お
い
て
第
一
号
訪
問
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
期
間
を
定
め
た
場
合

当
該
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
第
一
号
訪
問
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

期
間
又
は
当
該
計
画
を
定
め
た
日
か
ら
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
で
な
く
な
る
日
ま
で
の
期
間
の
い
ず
れ
か

短
い
期
間

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
に
よ
り
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

等
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
計
画
を
定
め
、
か
つ
、
当
該
計
画
に
お
い
て
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一

号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
（
以
下
「
第
一
号
訪
問
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
期

間
を
定
め
た
場
合

当
該
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
第
一
号
訪
問
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
期
間
又

は
当
該
計
画
を
定
め
た
日
か
ら
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
で
な
く
な
る
日
ま
で
の
期
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期

間

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び

当
該
職
員
の
員
数
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
基
準

一

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び

当
該
職
員
の
員
数
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲

げ
る
基
準

イ

一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
千

人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ
き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
い
う
。）又
は
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
団
体
の
代
表
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

用
者
又
は
第
一
号
被
保
険
者
若
し
く
は
第
二
号
被
保
険
者
の
代
表
者
、
地
域
住
民
の
権
利
擁
護
を
行
い
又

は
相
談
に
応
ず
る
団
体
等
の
代
表
者
、
地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有

す
る
者
等
の
う
ち
、
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
適
当
と
認
め
る
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）が
第
一
号
被
保
険
者
の
数
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
状
況
を
勘
案
し

て
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
常
勤
換
算
方
法
（
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
勤
務
延

時
間
数
を
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
常
勤
の
職
員
が
勤
務
す
べ
き
時
間
数
で
除
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
員
数
を
常
勤
の
職
員
の
員
数
に
換
算
す
る
方
法
を
い

う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
千

人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ
き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
は
、
原
則
と
し

て
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ロ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効

果
的
な
運
営
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
を
一
の

区
域
と
し
て
、
当
該
区
域
内
の
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
三
千
人
以
上
六
千
人
未
満

ご
と
に
イ
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
を
当
該
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
区
域
内
の
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
の
基
準
を
満
た

す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
区
域
内
の
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
常

勤
の
職
員
の
員
数
の
基
準
は
、
イ
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
二
人
と
す
る
。

（
新
設
）

ハ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者

の
数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者

の
数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
合
併
市
町
村
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
若
し
く

は
広
域
連
合
で
あ
っ
て
、
イ
の
基
準
に
よ
っ
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
運
営
に
支
障

が
あ
る
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
場
合

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
合
併
市
町
村
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
事
務
組
合
若
し
く

は
広
域
連
合
で
あ
っ
て
、
イ
の
基
準
に
よ
っ
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
運
営
に
支
障

が
あ
る
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
二
条

第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
い
う
。）又
は
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
団
体
の
代
表

者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
又
は
第
一
号
被
保
険
者
若
し
く
は
第
二
号
被
保
険
者
の
代
表
者
、
地

域
住
民
の
権
利
擁
護
を
行
い
又
は
相
談
に
応
ず
る
団
体
等
の
代
表
者
、
地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
又

は
福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
う
ち
、
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
適
当
と
認

め
る
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
場
合

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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様
式
第
一
号
の
二
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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（
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
業
務
の
委
託
）

（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
業
務
の
委
託
）

第
十
二
条

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二

十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予
防
支
援
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
法
第
百
十
五
条
の
二

十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予
防
支
援
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

委
託
に
当
た
っ
て
は
、
中
立
性
及
び
公
正
性
の
確
保
を
図
る
た
め
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
を
い
う
。）の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

一

委
託
に
当
た
っ
て
は
、
中
立
性
及
び
公
正
性
の
確
保
を
図
る
た
め
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
ロ

に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
を
い
う
。）の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
係
る
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
様
式
第
一
号
の
二
の
二
に
よ
る
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
令
様
式
第
一
号
の
二
の
二
に
よ
る
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
証
に
代
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
号
中
「
新
算
定
省
令
」
を
「
算
定
省
令
」
に
改
め
る
。


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